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令和７ 年度事業報告

１ ．地域福祉の推進と担い手育成

　 従来のボランティ アスクールに加え、新たに「 住環境改善

サポーター」や「 リンクワーカー」の養成を行い、地域課題の

解決に向けた担い手づくりを進めまし た。

　 住民主体の地域づく り： 生活支援コ ーディ ネータ ーを

中心に、地域の支え合い活動や居場所づくりを支援。ふれ

あいいき いき サロン や小地域福祉活動への支援を 通じ

て、地域コミュニティ の活性化を推進しまし た。

　 令和7年度は、「 地域共生社会の実現」を目標に、地域住民、

関係機関、企業、行政と の連携を 図り ながら 、地域福祉の

推進に取り組みまし た。複雑化・ 多様化する地域課題に対応

するため、つながりを生かした支援体制の充実を図り、以下の

事業を展開いたしまし た。

２ ．こども・ 子育て支援の充実

　 こどもの居場所づくりや、子育てサロンへの助成を実施

し まし た。経済的な支援を必要とする家庭に対し 、就学用

品等を提供し、こどもの健やかな成長をサポート しまし た。

３ ．生活困窮者支援とセーフティ ネット の強化

　 食糧支援や生活福祉資金等の貸付相談を 継続して実

施しまし た。新たな仕組みづくり： 食品アクセス確保事業に

おいて、行政、企業、福祉団体等による「 協議会」を立ち上げ、

持続可能な支援体制の構築を進めまし た。

４ ．安全・ 安心な街づくり

　 認知症高齢者等の見守り 体制の強化や、災害ボラン

ティ アセンタ ー設置運営訓練を実施しまし た。

　 令和7年度は、公的制度による支援にとどまらず、地域

社会全体で支え合う 体制を 構築すること ができまし た。  

　 今後も 、だれも が安心し て暮らし 続けること のできる

地域づくり の推進に努めてまいります。
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すずっこサマーフェ スタ２０２６ に参加し ます！

　 すずっこサマーフェスタに、療育センターも

参加し ます。療育センタ ーは、『 おもちゃ

図書館』と『 発達・ことばの相談コーナー』を

開催します。おもちゃ図書館では、お子さまと

ご家族の方が一緒におもちゃに触れ、遊んで

いただけます。また、お子さまの成長において

心配ごとや悩みごと等がありましたら、発達・

ことばの相談コ ーナーも開催しております

ので、お気軽にご相談く ださい。
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内 容

お問合せ先

令和8年8月23日（ 日）10時～15時

ハヤシユナイテッド 文化ホール鈴鹿（ 鈴鹿市文化会館）

市内こども食堂が企画した様 な々体験コーナーや

チャリティーキッチンカーブースなど

地域福祉課　地域福祉グループ　 059-373-5750 すずっこ食堂ネット ワーク

この広報は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
〓善意の寄付・ 香典返し の寄付について〓

詳しく は、鈴鹿市社会福祉協議会まで　ＴＥＬ： 059-382-5971

遺言・ 離婚・ 契約（ 金銭・ 賃貸） などの法律相談／

第１土曜日13時～15時30分・ 第2水曜日10時30分～12時・ 第4水曜日13時30分～15時 要予約

財産（ 不動産・ 登記等） に関すること について／第3土曜日13時~16時 要予約

ふれあいふく し 総合相談のご案内

弁護士相談

司法書士相談

「 ＳＳピンポン交流会in鈴鹿」を開催します
ユニバーサルスポーツである「 SSピンポン」を通じて、年齢や性別、障がいの有無に

関わらず、こどもから高齢者の方まで、みんなで一緒に楽しめる交流会です。
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共　 催

申込み

鈴鹿市および近隣市町にお住まいの方（ 未経験の方歓迎）

令和8年7月25日（ 土）10時～12時/13時～15時

鈴鹿市社会福祉センター　２ 階　大会議室

午前の部・ 午後の部　各30人

無料

飲み物、動きやすい服装、運動靴

ＳＳ ピンポンみつばち　

鈴鹿市社会福祉協議会

7月17日（ 金）までに、電話（ 059-382-5971）又は、右記の申込みフォームでお申込みください。

申込みフォーム

SS ピンポンって？SS ピンポンって？
2 0 1 5 年に三重県で誕生し たユニバーサルスポーツで、音が出る

ボールと ラ バーなし のラ ケット を使用し 、テーブルと ネット の間を

く ぐら せて打ち合う 競技です。
※S Sは、生涯のSと 、スポーツのS の頭文字。
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